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tBASF社 が開発した新規化含物 (ボスカリド)を含有する新規殺菌斉Jで孔

■カーブラリア葉枯病 (犬の足跡)に高い効果を示し、
醸

“

までの幅広い散布適期を持ちます。

,カープラリア菜枯病 (犬の足跡)に卓効を示しま軌

に優れ、強く胞子発芽を抑えま帆 また胞子形成を阻害し、2次感染を防ぐことにより、

こ防ぐことができま帆

持つて回一テーション散布できま軌

とは異なる作用機作を持ち、他剤の耐性菌にも有効で軌

こ優れるので、実先および案縁への移行があり、

、耐雨性にも優れま帆

なく、いすれの芝種にも安全です。

、
停本量散布器具にも対応していま軌

↓散布液の調製が簡単で軌

非
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魚毒性 (聾剤):A類

有用生物への影響

ミツプヾチ、キクツキコモリグモ、タイリクヒメ八ナカメムシ、ヒメア

メンボ、ヤマトクサカゲ回ウ、キイロタマゴバチ、ミミズヘの影響

は認められません。



ダラースポット痛防除効果 (2005年 ):散布30日 目

王メラルドのダラースポット病防除効果 (2003年 t蔵嚇鵡船‐
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調査方法 :バツチ数のカウント
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エメラルドのダラースポット痛防除効果(?004年 t薗場試験)
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ベントグラス ダラースポット痛賄除効果 (2004輸 討鹸)

ダラースボット病防除効果(2005年 ):散布21日 目

ダラースポット痛防除効果 (2004年 ):散布30日 目



カーブラリア案枯病

カープラリア菜枯病 (犬の足跡)防除効果(2003年 )

=メ ラルドの力‐ブラリア察描続 (犬の足跡)防除効果(2004年、議 熱残)
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工|メラルド|'Cの 1上1手な便い方
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発病初期 3回以内 散布 3回以内



●電子伝達系のタンパク質複合体Ⅱ(complex H)を阻害しま曳

●新しい系統の化合物で軌

●ストロビルリン系とは異なる作用機作です。

●交差抵抗性はありません。

●植物病原菌の細胞内にあるミトコンドリアに作用し、

呼吸回路の一つである電子伝達系の中のタンパク質

複合体正と結合して呼吸エネルギー代謝を妨|ザま曳

フマル酸
●この作用により、エメラルドは植物病原菌のエネル

ギーとなるATPの 合成を阻害し、菌を死滅させま軌

胞子発芽、発芽管伸長および付着器形成を強く抑制し、菌糸伸長を

も阻害しま曳 また、胞子形成も阻害し二次感染も防止しま軌

含体 II

Ｐ
Ａム題ア

Ｘ
し

0-部 がワックス層に吸着され、

優れた耐雨性を示しま曳
●一部は蒸散流により棄先、

葉縁に移行しま曳

0-部 は葉面に吸着され

葉の裏面まで浸達しま軌

●エメラルドは、根部からの吸収

移行が確認されていま曳 この

ため土壌に落ちた有効成分は

土壌に吸着されますが、一部は

根部から吸収され茎葉部を

病害から守りま帆

●薬斉」がムラに散布されても効率的に

植物体を守り、病原菌の感染防止に

役立ちま曳



エメラルドのベントグラスに対する影響 (2005年 、固場試験)
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試験場所i理研グリーン グリーン研究所内西ベントグリーン。試験規模」区lmを、反復なし。散布日時:●は散布実施を示す。散布方法:水皇052/m2は 園芸用網ロジョロ、0252/ma以 下は加圧式噴霧器にて散布。調査方法
症状とその程度を達観調査。X薬 害程度:一(なし)、士(微)、十(少)、十■(中)、十■十(激)および×(枯死)。

エメラルドのコウラインバに対する影響 (2005年 、回場調験)
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散布方法 2005年 4月～6月、萌芽～葉身が展開するまで。樹種により時期は実なる。600倍 液 (グリーン使用濃度の2倍曇)を瞳霧器にて薬液が滴り落ちる程度散布。

調査方法!―(案害なし)、十(薬書あり)。案液散布後]力月間肉眼による経時的な調査を無散布の枝葉と比較しつつ実施。

効果 ・案書等の注意

(1)散布液詞製の際は、水をかきまぜながら本斉」の所定量を徐々に加えてくださしヽ。

(2)案剤耐性菌の出現を防ぐため、本剤の過度の連用はさけ、なるべく作用性の異なる案高」との輪番で使用してください。
(3)本斉」の使用に当たつては、使用量、使用時期、使用方法を誤らないように注意し、特に初めて使用する場合は病害虫防除所等関係機関の指導を受けてください。

安全使用上の注意

(1)本剤は限に対して束」激性があるので、散布液調製時には保護眼鏡を着用して眼に入らないように注意してください。眼に入つた場合には直ちに水洗し、
眼科医の手当てを受けてください。

(2)散布の際は保護眼鏡、農薬用マスク、手袋、長ズボン・長袖の作業衣などを着用してくださしヽ。作業後は手足、顔などを石けんでよく洗い、うがいをすると
ともに洗眼してください。

(3)かぶれやすい体質の人は取扱いに十分注意してください。

(4)公園等で使用する場合には、散布中および散布後 (少なくとも散布当日)に小児や散布に関係のない者が散布区域に立ち入らないよう、縄囲いや立て札を
立てるなど配慮し、人畜等に被害をおよぼさないよう注意してください。

貯蔵上の注意

直射日光をさけ、食品と区別して、なるべく低温で乾燥した場所に密封して保管してください。

BASFア グ回株式会社
環境緑化製品部 干 106-0032東 京都港区六本本一丁目4番30号 六本木25森ビル

TEL 03‐3586‐9713

販読 良 株調瑚グリウ
〒110‐0005東 京都台東区上野2‐12 20 NDK□ ―タスビル3F TEL 03-3833‐6321(代 )

仙 台 支 店/0222229599東 京 支 店/0338358134静 岡 支 店/054‐2835555

名古屋支店/052‐262‐2861 大 阪 支 店/066871‐ 1691 福 岡営業所/092‐752‐8391

札幌事務所/011‐756‐3891 グ リーン研究所/0538531282

販売取扱店


